
大学DATAとある一日

学生さんに聞きました！
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新潟県立大学大学院
国際地域学研究科 国際地域学専攻　

東
ア
ジ
ア
交
流
圏
の
玄
関
口
で

あ
る
新
潟
の
地
で
２
０
１
５
年
に

創
設
さ
れ
た
国
際
地
域
学
研
究
科
。

地
域
性
を
活
か
し
て
国
際
社
会
、

特
に
、
東
ア
ジ
ア
な
ど
に
つ
い
て

の
高
度
な
知
識
と
政
策
分
析
能
力

を
持
ち
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
た
人
材

の
養
成
を
目
指
す
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
「
国
際
社
会
研
究
科
目
群
」「
地

域
国
際
関
係
研
究
科
目
群
」「
地

域
（
各
国
）
研
究
科
目
群
」
の
三

つ
か
ら
な
る
。「
国
際
社
会
研
究

科
目
群
」
で
多
角
的
に
国
際
社
会

を
分
析
す
る
た
め
の
基
本
的
な
概

念
、
理
論
、
政
策
的
課
題
を
学
び
、

「
地
域
国
際
関
係
研
究
科
目
群
」

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
や
地
域
に

お
け
る
国
家
間
関
係
の
比
較
を
通

じ
て
地
域
シ
ス
テ
ム
を
分
析
す
る

基
礎
を
築
く
。
そ
し
て「
地
域（
各

国
）
研
究
科
目
群
」
で
は
、
政
治
、

経
済
、
社
会
な
ど
の
側
面
か
ら
東

ア
ジ
ア
各
国
に
関
す
る
詳
細
な
分

析
に
焦
点
を
あ
て
る
。
英
語
や
日

本
語
で
行
わ
れ
る
科
目
を
提
供
し

て
お
り
、
英
語
授
業
の
み
の
履
修

で
学
位
取
得
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。社

会
人
や
留
学
生
な
ど
多
様
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
院
生

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
午
後

6
時
以
降
や
土
曜
も
開
講
。
2
年

分
の
学
費
で
3
年
間
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
長
期
履
修
制
度
も
利
用
可

能
だ
。

同
大
の
学
部
在
学
中
に
大
学
院

の
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り

最
短
1
年
で
修
了
で
き
る
「
４
＋

１
制
度
」
も
設
け
て
い
る
。

10
人
と
い
う
少
数
精
鋭
ゆ
え
に

教
員
と
の
距
離
も
近
く
、
研
究
発

表
の
際
は
全
教
員
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
る
。
院
生
用
の
共

同
研
究
室
は
24
時
間
利
用
可
能
で
、

学
生
同
士
の
対
話
か
ら
研
究
が
深

ま
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

修
了
後
は
、
県
内
の
企
業
や
自

治
体
に
就
職
す
る
「
地
域
貢
献
型
」、

官
庁
や
マ
ス
コ
ミ
、
国
際
機
関
な

ど
国
内
外
で
活
躍
す
る
「
国
際
展

開
型
」、博
士
課
程
へ
の
「
進
学
型
」

が
主
な
進
路
と
な
る
。

東
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
・
新
潟
に
世
界
の
知
を
集
結

定 員
学 費

開講形態
奨学金制度
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取得可能な学位
：
：

：
：

：

：
：
：

：
10人
入学金14万1,000円（県内在住者）、
28万2,000円（県外在住者）、
授業料53万5,800円（年間）
夜間、土曜開講あり
大学院独自の年間22万5,000円の
給付型奨学金あり
〒950-8680　
新潟県新潟市東区海老ケ瀬471
025-270-1300
gs-unp@unii.ac.jp
http://gs-unii.ac.jp/

修士（国際地域学）

写真に写る校舎・最上階にはドーム型の図書館がある

学部の学びを深めたいと、４＋１制度で進学

多角的に深く国際開発を学ぶことができます

国際地域学研究科1年
藤本 文さん

10:00

13:00

16:30

新潟県立大学の国際地域学部の
学生を対象に実施している学内進
学者一貫プログラム。希望者は3
年次に4＋1制度に申請すること
で、学部に在籍しながら大学院の
科目を履修することができる。
大学院修了に必要な30単位の

うち、同制度では15単位までが
修了要件として認められており、
学部を卒業し大学院進学後は２年
生として最短１年での修士号取得
が可能となっている。
新潟県立大学では毎年、学部３

年生へのオリエンテーションで同
制度について説明の機会を設け、
現在数人が活用している。
時間を効率よく使って世界に通

用するスキルを磨きながら、いち
早く社会に出られると好評だ。

4＋1制度

ハワイ留学時のフラダンスの発表会前

留学生と共に学べる環境

専門は国際開発政策、東南
アジア経済、開発金融。国際
協力銀行（JBIC）、国際協力
機構（JICA）などを経て現職。

研究資料のチェックや
午後の授業の準備

日によって異なるが、
午後の授業に出席

授業の復習や資料作成
などを行う

政策研究センター 教授
国際地域学研究科長

伊藤 晋先生

高校で国際科に在籍していて、当時から難民や食料危機にまつわるドキュメン
タリーを見る機会があったので漠然とした問題意識を持っていました。新潟県立
大学を選んだのは、英語教育プログラムに力を入れていて英語で学べる専門科目
があったこと、国際関係の学びが得られることが大きな理由です。
大学院への進学を意識したのは３年次。1年間休学して派遣留学制度でハワイ
とカナダの大学で学びました。まずハワイの大学で英語力を鍛えて、カナダでは
移民の多い地域だったこともあり、マイノリティーに関する政策問題について他
の留学生たちと学びました。帰国後、スーザン・L・ウッドワードの平和構築に
おける国家建設の論評に感銘を受けて卒業論文を進める中で「平和構築に関する
学びを深めたい」と思うようになり、進学を決めました。学部在学中に大学院の
科目を履修できる「４＋１制度」があったことも後押しになりました。
大学院では、紛争後の国家建設における評価と歴史的アプローチの研究をケー
ススタディーをもとに進めようと考えて
います。対象国はシエラレオネにする予
定です。指導教員として二人の教授が付
いてくださり、進め方や調べ方の相談に
もきめ細かく対応してもらえるのは少人
数ならではのメリットだと感じます。
修了後は国際的な企業で働きたいと考
えていますが、いつか博士課程で学びを
深めることも視野に入れています。

大学院では「国際開発政策」などの授業を英語で行っています。授業では
国際開発全般を扱いますが、私の専門である金融の観点にも力を入れていま
す。論文を読んだ上で議論しますが、論文からは見えない現場の実情や課題
を共有しながら進めることで、制約や限界も含めた現場の面白みを伝えてい
けたらと考えています。当研究科は、その名の通り「国際」と「地域」をキー
ワードに、国際政治、国際関係、国際経済、国際開発について学ぶことがで
きます。開発途上国の開発課題を理解・分析するには、多角的な視点が重要
であり、深く広い学びを得られるのが特徴です。また、日本にいながら英語
の修士論文で修士号を取れるのもメリットの一つです。そのために英語力を
鍛えるプログラムも充実しています。
大学院での学びを通じて、国際的な視野
を持って地域課題の解決に貢献したり、地
域の事情をきちんと踏まえながら国際的に
活躍したりするような、「グローバル」と
「ローカル」の視点を持って国内外で活躍
できる人材を歓迎します。


